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増設多核種除去設備

サンプリングシンクから堰内への
系統水漏えい事象について

2017年６月29日
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1概要及び時系列

概要

平成29年６月1２日，増設多核種除去設備（増設ALPS）建屋内のサンプリングシンクか
ら系統水の漏えい及び漏えい水による水溜り（範囲：6m×6m×1mm）を確認。

水溜りは増設多核種除去装置建屋の堰内に留まっており，建屋外への流出はない。

平成29年６月１１日，委託運転員によるCaイオン濃度測定の際にサンプリング元弁
F1721Cを閉め忘れたこと，およびサンプリング弁のシートパスのため滴下が継続しサン
プリングシンクから漏えいに至ったものと推定。

時系列

【6月11日】

午前中 委託運転員が増設ALPS（C）Caイオン濃度測定，サンプリング元弁を閉操作を失念

（パトロールを10:00～12:00に実施，漏えい確認出来ず）

【6月12日】

10：08 当社監理員が増設ALPS（C）サンプリングシンク周りに水溜りを発見し当直に連絡

同時にサンプリング元弁F1721Cの閉操作を実施し，サンプリング弁からの滴下が

停止したことを確認

12：50 ウェスによる水溜りの拭き取り完了
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2漏えい発生箇所
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漏えい検知器

対象サンプリングシンク

C系列

Ａ系列

B系列

サンプリングシンクへ
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3漏えい状況

漏えい状況

サンプリングシンクの漏えい状況

水溜り（赤線の内側）
（範囲：6m×6m×1mm 約36L）

サンプリングシンク

漏えい受け
ボトル1L

シンク下
約0.6L

漏えい水の分析結果
・全β 54 Bq/cm3

・Cs-134 0.11 Bq/cm3

・Cs-137 0.82 Bq/cm3
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ブースターポンプ

１C

F1722Cサンプリング弁

F1691Cサンプリングシンク２Cドレン元弁

サンプリングシンク２C

P

吸着塔

１C

F1721Cサンプリング元弁

排水サンプ１へ

漏えい受けボトル

4原因と今後の対策

原因

今後の対策 （検討中）

サンプリング元弁の閉操作を失念，サンプリング弁のシートパス※によ
り滴下。（※以前よりMRF発行済み）


